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研究成果の概要 

本研究では、分子中の金属原子配列構造を自在に制御するための分子構造設計概念を確立し、

構造設計下でナノ金属クラスターを創製することを目指している。さらに、ナノ金属クラスターの金

属原子配列構造と結合性・物性・反応性の相関を解明し、触媒機能を開発することを目指して研

究を進めている。2024 年度では、前年度までに引き続き、π－共役系不飽和炭化水素類の多座

架橋配位能の解明を進めるとともに、有機金属型ナノクラスターの創製研究を進めた。金属原子配

列の制御については、3d 金属原子を分子中で二次元シート状に配列することに成功した。また、

不飽和炭化水素間に２つのロジウム原子を導入することに成功し、配位子の会合・解離に伴い、ロ

ジウム原子が可逆的に集合・離散する現象を解明した。一方、カルバゾール部位を有する鉄 5 核

クラスターを電極表面で電解重合させることにより調製した金属クラスター含有材料が、水中で高

効率かつ高選択的な酸素発生触媒として機能することを見出した。さらに、6 つの 6 員環アレーン

配位子が包囲型で配位した 13核パラジウムクラスターについて理論解析研究を行い、hcp最密充

填金属コア構造が選択的に形成される原理を明らかにするとともに、アレーン類の金属ナノクラス

ターへの配位結合性を理論的に解明した。 
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